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要旨：グルノーブル・アルプ大学では、フランス国立研究機構（ANR）に採択された

Innovalangues プロジェクトの一環として、2012 年から CEFR 準拠のオンライン診断付き

評価システム SELF（Système d’évaluation en langues à visée formative）の開発が多言語

で進められている。本発表では、SELF の紹介と 2015 年に開始された日本語のテスト開

発の独自性および経過を報告する。特に欧州言語を基盤とする多言語プロジェクトの枠内

で日本語テストはどう構築できるか、コンピュータベースのテストで行動主義的な要素を

どのように測れるかという 2 つの課題について議論したい。  
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1. はじめに  

 2001 年に CEFR が公表されて以来、ヨーロッパの言語教育の現場では CEFR の導入が

定着しつつあり、特にコースのレベル表示、到達目標および学習指導要綱は、CEFR の 6

段階の共通参照レベルや例示的能力記述文に準拠することが多くなった。このような傾向

は、言語や機関を越えたヨーロッパ共通の言語観・評価基準の共有へと繋がり、学習者の

移動や生涯にわたる学習の継続を容易にする。非ヨーロッパ言語である日本語もヨーロッ

パの各国の教育制度・教育機関における地位を保持し発展させるため CEFR に準拠した評

価基準の構築が求められている。日本語教育において CEFR の文脈化の実践・研究はさま

ざまな形で進んでいるが、（cf. AJE-CEFR project, B1 project）ヨーロッパの学習者を対象

とした CEFR 準拠のオンラインテストは管見の限り存在しない。ヨーロッパにおける日本

語学習者の多様化や移動の増加を考えれば、CEFR というヨーロッパ共通の尺度によるヨ

ーロッパの学習者の言語行動を考慮したテストの必要性は高いはずである。このような状

況の中、2015 年グルノーブル・アルプ大学の多言語環境のプロジェクトにおいて日本語

のオンラインテストの開発が開始された。  

 

 



 

2. 多言語環境におけるテスト開発 

2.1 SELF (Système d’évaluation en langues à visée formative) 概要  

 SELF（Système d’évaluation en langues à visée formative）は、フランス国立研究機構

（ANR）の公募プロジェクト「革新的教育を目指した先駆的研究」に採択された

Innovalangues プロジェクトの一環として開発中の CEFR 準拠の診断つきオンライン評価

システムである。CEFR に準じた信頼性のある評価方式でプレイスメントテストとして、

また熟達度レベル判定として、フランス・ヨーロッパの学習者に広く利用されることを目

的として開発されている。行動中心／コミュニカティブアプローチに基づいて作成された

タスクを通して 3 技能（聞く・読む・書く）の熟達度を測定する。2017 年 2 月現在、英

語、イタリア語、中国語、日本語、スペイン語、フランス語の 6 ヶ国語でテスト開発が進

められており、英語、イタリア語、中国語はすでに実用化されている。  

 

2.2 テスト開発プロセス 

 図１は、SELF 仕様のテスト開発プロセスとその中での日本語テスト作成の過程を表し

ている。問題作成に関しては、話し合いによる問題案（タスクとアイテム）の検討、修正、

統計分析による検証、考察、その後の修正など、統計的検証と質的検証の両面から何度も

各アイテムの妥当性のチェックを行う。最終的に選ばれたアイテムがバンクに入り、テス

トに使用される。現在日本語のテスト開発は６の検証段階であるが、2017 年 9 月の新学

期にはテストの施行を予定している。しかしその後も、フィードバックなどを通して、各

アイテムの質的管理が続けられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：SELF 仕様のテスト開発プロセスにおける日本語テスト作成過程  

 



 

3. SELF における日本語テストの作成 

 本節では、SELF の枠組みの中で、日本語テストを作成する際の課題、主に、欧州言語

を基盤とする CEFR の適用、コンピュータベースのテストにおける行動主義的要素の測定、

という観点から、問題作成と留意点について記述する。  

 

3.1 CEFR にもとづいたテストシラバスの作成   

 SELF のテストを開発している英語やイタリア語などのヨーロッパ言語には、既に欧州

評議会に登録されている RLD（Reference Level Descriptions）という CEFR にもとづい

た言語別の参照レベル記述がある。しかし、日本語にはないため、まず CEFR に準拠する

テストシラバスを作成する必要があった。作成にあたっては、フランス、あるいは、ヨー

ロッパ圏の日本語学習者を対象とし、非ヨーロッパ言語としての日本語の特性、主に、表

記法（ひらがな、カタカナ、漢字という３種類の表記法）とレジスター（言語使用域）の

違いをどのようにシラバスに反映させるかが課題となった。  

 まず、対象となる受験者の言語活動については、CEFR の記述から、(1)より具体的なコ

ンテクスト、(2)Can-do statement（能力記述）、日本語の特性という点では、(3)言語行動に

必要な文法や表現、(4)語彙、(5)漢字という下位項目を設定した。  

 

 A1 レベルの読解問題の例：教室場面＞(1)教室の案内表示が理解できる＞(2)教室に行く

ことができる＞(3)「日本語の教室は２階の 405 号室です」＞(4)教室、階、〜号室＞(5)教 

 

 また、漢字については、既存の漢字表は使用せず、受験者の実際のコミュニケーション

活動に必要かどうかという観点から独自のリストを作成した（A1 : 57 字、A2 : 144 字）。  

 レジスターに関しては、A1 では文末表現は丁寧体、A2 では普通体を導入し、B レベル

では敬語、というように、熟達度が上がるにつれて広がりをもたせるようにした。 

 

3.2 タスク作成におけるオーセンティシティ 

 SELF は、聴解（CO）、読解（CE）、文完成（EEC）の３つのタスクから構成されてい

る。各タスクは、図 2 のように、基本的に、(1)コンテクスト、(2)問題文、(3)アイテム、

(4)質問、(5)選択肢で構成され、(3)のアイテムは、(4)質問と(5)選択肢を含む。また、１つ

のタスクに複数のアイテムが設定される場合もある。  
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図 2：タスクの構成 A1 レベルの読解問題(CE) 

 

 SELF では、CEFR の行動主義にもとづいて、オーセンティックな問題文からタスクを

作成するというのが前提となっている。ただし、A レベルなど、より低いレベルのタスク

では、レベルに合わせて、オーセンティックな素材を修正して問題文に使用することも可

能とされている（Cervini & Othman 2015）。しかし、日本語の場合、前項でも述べたよう

に、表記法とレジスターという点でヨーロッパ言語とは異なるため、特に A レベルでは、

オーセンティックな素材をそのまま使用すると、レベル判定として妥当なタスクを作るの

は非常に困難であることがわかった。例えば、CEFR の A1 には、「ホテルの宿帳に名前、

国籍や住所といった個人のデータを書き込むことができる」(p.28, 吉島＆大橋 2004)とい

う記述があるが、既に「国籍」という漢語は A1 レベルではなく、日本語がわからない場

合は英語なども利用できるという点では、オーセンティックな言語活動とは言えないとい

う問題点がある。そこで、A1 と A2 のタスクでは、可能な限りオーセンティックな素材

に近い問題文を作成することにした。  

 このようにオーセンティックに近い問題文を作成するため、受験者の実際の言語行動に

対応するような状況とインターアクション場面を設定することに留意した（Cervini & 

Othman 2015）。 

 例えば、状況設定としては、日本人の友人や教師、同僚、日本食レストランの店員との

会話、sms やブログ、ソーシャルネットワークサイトの投稿などが挙げられる。また、イ

ンターアクションという観点からは、受験者が、聴解では聞き手、読解では読み手（上記、

図 2 の(4)質問を参照）、文完成タスクでは書き手になるように設定した。 

 

3.3 コンピュータベースのテストにおける行動主義的要素の測定 

 選択問題が主であるコンピュータベースのテストでは、行動主義的要素、特に、コミュ

ニカティブ、あるいは、インターアクション能力を測定するのは難しいとされている。  

 そこで、SELF では、聴解や文完成問題では、談話完成タスク(discourse completion task : 



 

DCT)、聴解や読解の問題では、その後の行動を問う質問（図 3）を設定することによっ

て、インタラクティブな問題を作成している。 

 また、１回目のパイロットテストでは、コミュニカティブ、あるいは、インターアクシ

ョン能力の測定の可能性を検討するため、一部の受験生を対象として、発話プロトコル法

での調査を行い、問題の解答過程における認知活動の観察と分析も行っている（Higashi 

2017）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：A1 レベルの読解問題(CE) 

 

4. おわりに  

 当然のことながら CEFR 準拠のテストは単に「初級」を「A1」に差し替えたものとい

うことではない。学習者を社会で行動する者とみなす CEFR の言語観を念頭に置き、学習

者の認知的背景、言語使用状況を考慮しつつ、学習者のコミュニケーション能力が適切に

評価できるようなものでなくてはならない。評価と教育の現場は相互関係にある。今後

SELF の実用化を通して、ヨーロッパにおける行動主義的アプローチにもとづいた日本語

教育の発展に寄与できればと考えている。  
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